
 第Ⅰ部 第３章 東アジア世界の形成と発展 

  １ 北方民族の活動と中国の分裂（２）魏晋南北朝時代の文化   教教教教 p84p84p84p84（（（（L16L16L16L16））））～～～～85(L1585(L1585(L1585(L15))))    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特
色 

○分裂の時代を反映し，多様な思想が発展 

○貴族による，道徳や規範に縛られない精神文化 

○漢民族の領域であった江南地方で発展 

宗
教 

○【①   】教が広まる！ 

  ･西域の僧【②        や           】により布教，仏典の翻訳 

  ･東晋の僧【③      】がインド（グプタ朝）へ渡来 ･･･旅行記『仏国記』 

  ･敦煌，【④      ，     】で石窟寺院が造営される 

○【⑤   】教が誕生！・・・道家思想＋民間信仰＋神仙思想 

  ･【⑥       】が教団を樹立 

  ･北魏の太武帝が保護 

貴
族
の
文
化 

○【⑦     】の流行・・・世俗を超越した哲学的議論大会 

○詩 

 ・【⑧      】（陶淵明）･･･東晋 代表作：『帰去来辞』 『桃花源記』 

 ・謝霊運・・・南朝（宋） 

 ・【⑨         】・・・南朝（梁）の皇太子。文人 127 名の詩を集めた『文選』 を編集。 

○絵画 

 ・【⑩       】・・・東晋 代表作『女史箴図』 画聖と呼ばれる 

 ・【⑪       】・・・東晋 書聖と呼ばれる 

 

魏晋南北朝時代の文化 

←国家統制がゆるまる 

←現実逃避 


